
 
Researcher Performance Evaluation: Comparative Study of Research 

Activities of Three Faculty of Engineering in  

Nihon University by Bibliographic Data Text Mining 
   KOJI SUZUKI*and TOMA YAMAGUCHIand YUJI MIZUKAMI 

論文要旨の自然言語処理による研究者業績評価 

‐日本大学 3 工学部の活動‐ 
 

      日大生産工 ○鈴木広二  日大生産工 山口冬馬  日大生産工 水上祐治              

 

1.はじめに 

昭和 30年、国内の大学数は 288校であった

が、60 年後の平成 27 年には、その数が 779

校に増加した。一方、少子化が進み、15歳未

満の子供の数は、2980 万人から 1595 万人に

減少した。その結果、中小規模の大学では入

学定員を割り込む等のひずみが発生し、マス

メディア等にて、国内の大学における大学定

員の飽和問題が指摘されている[1]。 

このように大学を取り巻く環境が厳しくな

る中、日本大学は、学生定員補充率、財務状

況等、良好に推移している。また、これら大

学を取り巻く環境の変化を鑑み、運営体制の

さらなる強化に努めている[2]。本稿は、日本

大学の工学系の学部、理工学部、生産工学部、

工学部の３学部に関して、各活動の特色を示

すことを、目的としている。分析では、書誌

データのテキストマインニング分析を適用し、

論文数での異分野融合度の見えるかではなく

言葉の繋がりによる 3学部の工学系知識発展

への貢献の方向の違いを考察したものである。 

 

2.先行研究 

先行研究として、大和・水上(2017)が挙げ

られる。大和・水上は、ネットワーク分析を

用いて、日本大学 3工学部について、論文著

者の分野を見える化を行い、学部の研究傾向

の違いを示した[3]。 

 

3.分析手法 

本稿では、著者らが所属する日本大学 3工学

部に焦点を当て、国立情報学所が管理運営を 

CiNii Articles[6]を用いて、日本大学 3工学

部の 2015年の全書誌論文データを収集し、論

文のアブストラクトのみを使用し KH 

Coder[7]を用い、テキストマインニング分析

を行った。なお、分析では、自然言語の全体

的なつながりの視覚化を目指して、抽出語に

多次元尺度法を用いた。多次元尺度法 (MDS: 

multi-dimensional scaling) は、個体間の親

近性データを類似したものを近く、そうでな

いものを遠くに配置する方法で、データの構

造を考察する方法である。また、主成分分析

と同様に次元を圧縮する手法といえる。布置

の次元をＴとすると、対象ｉと対象ｊの次元

ｔにおける座標がそれぞれ xit，xjt と得

られたとしたときの多次元尺度法を以下のよ

うに定式化する[8]。 

 

 

4.分析結果 

多次元尺度法による分析の結果、総抽出語

数 55308、異なる語数 4993であった。分析結

果を図 1-3に示す。なお、分析には関係しな

い「研究」、「用いる」、「行う」、「検討」は分

析対象から除外した。各学部の 2015年におい

て、抽出後の多い特徴後を表 1に示す。 

 

 

  表１．抽出語上位 10 

順位 理工学部 生産工学部 工学部 

1 振動 情報 評価 

2 制御 材料 係数 

3 評価 可能 病院 

4 燃焼 試験 医療 

5 測定 評価 機能 

6 音 運転 転倒 

7 装置 床  平成 

8 方法 システム 診療 

9 空間 燃料 疲労 

10 多い 支援 コンクリート 
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5.考察 

抽出語数、多次元尺度法によるグループ分け

を中心に各学部の特色を考察した。3工学部

それぞれの抽出語数とグループ分けができ、

各学部の言葉の繋がりを可視化することがで

きた。抽出語の上位単語にて、3工学部の特

色を表すと、理工学部は、論文数自体が多く

幅広くの研究が行われていて言葉の結びつき

が多く多角的に研究が行われているのではな

いかと考えられる。生産工学部は、情報、シ

ステム等の他学部にはない単語が出現した。

これは、生産工学部の特色である経営と技術

の融合が前面に表れたものと考えられる。ま

た、工学部では病院、医療の他学部にはない

単語を図 3において、確認でき,医学の研究が

進んでいると考えられた。関連研究として「大

学におけるＩＲ(インスティテュー ショナ

ル・リサーチ)の現状と在り方に関する調査研

究」、自動ブレーキの周辺技術の動向：歩行者

認識技術における特徴技術の抽出などを参考

に本研究を進めた。 

 今後の方針として、テキストマインニングの

研究を進め、研究回数と精度を高めることに

より、各学部の特色をより的確に表せると考

えられた。 
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図 1．理工学部 
 

 

図２.生産工学部 
 

 

図 3.工学部 
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